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論　文　要　旨

キ
ー
ワ
ー
ド

阿
弥
陀
経
　
法
華
経
　
梁
塵
秘
抄
断
簡
　
後
白
河
院
　
澄
憲
　
丹

後
局
　
経
釈
　
綴
和
字
経
　
消
息
経

小
稿
は
過
去
の
一
時
期
、
自
筆
本
古
典
籍
が
失
わ
れ
る
際
の
知
ら

れ
ざ
る
一
つ
の
機
構
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

今
日
、
そ
の
断
簡
が
存
在
す
る
こ
と
で
も
有
名
な
、
自
筆
本
「
梁

塵
秘
抄
」
は
、
後
白
河
院
没
後
も
居
所
で
あ
る
六
条
西
洞
院
殿
の
車

宿
に
駐
め
ら
れ
た
文
車
に
納
め
ら
れ
て
い
た
が
、
丹
後
局
の
手
で

「
綴
和
字
法
華
経
」
に
解
体
さ
れ
供
養
さ
れ
た
可
能
性
を
、
安
居
院

澄
憲
の
経
釈
と
諒
闇
の
記
録
か
ら
推
測
し
た
。
そ
の
現
物
は
存
在
し

な
い
も
の
の
、
豊
田
市
法
興
寺
蔵
阿
弥
陀
仏
像
の
胎
内
納
入
品
で
あ

る
「
阿
弥
陀
経
」
を
同
時
代
の
有
力
な
傍
証
と
し
て
、
前
記
断
簡
が

そ
の
供
養
経
制
作
の
際
に
生
ま
れ
た
零
葉
の
片
割
れ
で
は
な
い
か
と

の
想
像
を
行
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
消
息
経
と
呼
ば
れ
る
遺
品
と
同
じ
縁
り
な
が

ら
、
紙
背
や
表
に
残
さ
れ
ぬ
為
に
（
漉
返
経
と
同
じ
結
果
を
生
み
）、

転
写
本
・
稿
本
の
区
別
な
く
数
々
の
自
筆
資
料
が
失
わ
れ
た
可
能
性

を
提
起
し
た
。
未
だ
精
査
を
尽
く
さ
ぬ
ま
ま
、
そ
の
時
期
を
凡
そ
十

二
世
紀
か
ら
十
四
世
紀
ま
で
の
二
百
年
と
み
る
。
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一

一
般
に
書
物
の
散
佚
離
散
の
原
因
は
大
規
模
に
は
兵
火
や
災
害
で
あ
り
、
小
規

模
に
は
鼠
や
紙
魚
は
た
ま
た
微
生
物
の
仕
業
と
さ
れ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
米
糊

で
装
丁
し
て
な
け
れ
ば
避
け
ら
れ
た
の
に
と
「
畳
鰯
状
」
に
な
っ
た
経
巻
を
前
に

思
う
こ
と
も
あ
る
が
、
人
が
関
わ
る
場
合
も
当
然
な
が
ら
あ
る
。「
徒
然
草
」
に
も

「
し
づ
か
に
お
も
へ
ば
、
よ
ろ
づ
過
ぎ
に
し
か
た
の
こ
ひ
し
さ
の
み
ぞ
せ
ん
か
た
な

き
。
人
し
づ
ま
り
て
後
、
な
が
き
夜
の
す
さ
び
に
、
何
と
な
き
具
足
と
り
し
た
た

め
、
残
し
お
か
じ
と
思
ふ
反
古
な
ど
や
り
す
つ
る
中
に
、
な
き
ひ
と
の
、
手
な
ら

ひ
、
絵
か
き
す
さ
び
た
る
、
見
出
た
る
こ
そ
、
只
そ
の
を
り
の
こ
こ
ち
す
れ
」（
第

二
十
九
段
）
と
見
え
る
。
以
下
に
や
や
特
異
と
も
思
わ
れ
る
例
を
考
察
し
て
み
た

い
。豊

田
市
加
茂
川
町
の
法
興
寺
の
本
尊
の
木
造
阿
弥
陀
如
来
像
を
修
理
し
た
と
こ

ろ
、
胎
内
か
ら
文
永
四
年
（
一
二
六
七
）
の
奥
書
を
持
つ
阿
弥
陀
経
一
巻
と
印
仏

十
三
点
が
発
見
さ
れ
た
と
い
う
記
事
が
、
平
成
十
五
年
五
月
三
十
一
日
付
け
の

「
中
日
新
聞
」
紙
上
に
見
え
る
（
注
一
）
。

こ
の
胎
内
阿
弥
陀
経
は
法
量
縦
十
四
・
八
糎
、
全
長
三
二
三
・
三
糎
の
巻
子
本

で
、
変
わ
っ
て
い
る
の
は
別
の
料
紙
（
即
ち
草
子
か
消
息
で
あ
ろ
う
）
に
書
写
さ

れ
て
い
た
平
仮
名
を
一
字
ず
つ
切
り
取
っ
て
、
毎
行
十
六
乃
至
十
八
字
詰
め
で
全

二
○
二
行
に
亘
り
、
台
紙
に
貼
り
合
わ
せ
て
経
文
を
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
点
で

あ
る
。「
阿
弥
陀
経
」
は
四
紙
経
又
は
小
本
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
漢
訳
で
は
全
千

三
十
字
ほ
ど
の
短
い
も
の
で
あ
る
が
、
か
な
り
煩
瑣
な
作
業
を
伴
う
。
そ
の
工
程

は
十
七
世
紀
に
な
っ
て
日
本
人
が
初
め
て
経
験
し
た
植
字
版
に
活
字
を
組
む
作
業

を
連
想
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
の
で
、
伊
呂
波
及
び
常
用
漢
字
の
字
母
毎
に
予
め
切

り
出
し
て
お
い
て
、
活
字
庫
の
如
く
整
理
し
て
あ
っ
た
も
の
と
考
え
れ
ば
煩
瑣
に

見
え
る
作
業
も
想
外
に
効
率
良
く
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
深
い
追
福
の
念

か
ら
為
さ
れ
た
こ
と
と
す
れ
ば
、
一
文
字
一
文
字
を
切
り
出
す
所
作
が
如
法
経
書

写
作
法
に
似
た
も
の
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
（
注
二
）
。
末
尾
三
行
「
南
无
西
方
極
楽
、
記

主
後
生
た
す
け
／
た
ま
ゑ
、
／
文
永
四
年
二
月
廿
七
日
」
の
奥
書
に
そ
の
意
図
が

記
さ
れ
て
い
る
。

「
中
日
新
聞
」（「
毎
日
」「
朝
日
」「
読
売
」
の
各
紙
の
地
方
版
に
も
）
に
紹
介
さ

れ
て
い
る
新
行
紀
一
氏
や
天
野
暢
保
氏
の
見
解
の
如
く
、
物
語
な
ど
の
草
子
を
書

写
し
た
記
主
の
近
親
者
（
遺
族
）
が
、
形
見
と
な
っ
た
手
習
い
の
草
子
を
解
体

し
て
経
文
と
し
て
再
構
成
し
、
後
生
を
弔
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
の
推
測
が
で
き

る
（
注
三
）
。

法
興
寺
は
巴
川
支
流
郡
界
川
下
流
の
右
岸
加
茂
川
町
川
向
〈
か
わ
む
き
〉
に
位

置
す
る
（
地
名
は
郡
界
川
に
面
し
て
い
る
こ
と
に
拠
ろ
う
）
真
宗
大
谷
派
に
属
す

る
寺
院
で
寛
保
三
年
〈
一
七
四
三
〉
の
創
建
と
い
う
か
ら
、
問
題
の
阿
弥
陀
仏
像

の
伝
来
は
未
詳
と
す
る
他
は
な
い
（
恐
ら
く
中
央
か
ら
流
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

今
の
と
こ
ろ
美
術
史
家
に
よ
る
作
風
や
製
作
年
代
に
つ
い
て
の
正
式
の
鑑
定
は
出

て
い
な
い
）。
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る
の
で
、
本
願
文
は
そ
の
七
回
忌
に
、
願
主
で
あ
る
関
白
忠
実
を
生
ん
だ
藤
原
俊

家
女
（
俊
家
が
早
世
し
た
た
め
師
実
の
養
女
と
な
る
）
全
子

ま
た
き
こ

が
（
一
○
六
○
〜
一

一
五
○
）、
亡
夫
が
「
白
氏
文
集
」
を
書
写
す
る
た
め
に
用
意
し
て
い
た
料
紙
を
経

供
養
に
宛
て
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
師
通
が
大
江
匡
房
か
ら
「
文
集
」
の
江
家
の

訓
説
を
受
け
て
い
た
こ
と
は
日
記
に
見
え
、
能
筆
で
あ
っ
た
こ
と
は
金
峯
山
埋
経

願
文
や
一
具
の
法
華
経
に
て
も
知
ら
れ
る
通
り
だ
が
、
全
子
も
優
れ
て
教
養
の
高

い
女
性
で
あ
っ
た
か
ら
、
写
経
も
可
能
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
（
注
五
）
。

全
子
が
写
経
に
用
い
た
の
は
、
夫
の
残
し
た
未
使
用
の
料
紙
で
あ
っ
た
訳
だ
が
、

師
通
の
父
の
場
合
、「
殿
暦
」
に
よ
れ
ば
康
和
三
年
〈
一
一
○
一
〉
師
実
の
供
養
の

折
り
に
行
わ
れ
た
十
一
部
の
「
法
華
経
」
供
養
で
は
、
十
部
は
「
故
殿
御
消
息
紙
」

が
用
い
ら
れ
た
。
ま
た
天
仁
元
年
（
一
一
○
八
）
七
月
十
九
日
の
堀
河
院
周
忌
法

会
で
は
色
紙
五
部
大
乗
経
の
供
養
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
れ
は
「
御
手
跡
を
以
て
久

し
く
色
紙
と
成
し
、
日
者

ひ
ご
ろ

相
ひ
分
ち
て
人
々
書
写
せ
ら
」
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

い
ず
れ
も
広
義
の
消
息
経
（
漉
返
経
）
で
あ
る
。

神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
蔵
「
反
色
紙
因
縁
」、
こ
れ
に
は
「
反
旧
色
紙
因
縁
　
睿

之
」
の
表
紙
識
語
が
あ
る
通
り
、
称
名
寺
第
三
世
湛
睿
〈
一
二
七
一
〜
一
三
四
六
〉

の
残
し
た
説
草
で
あ
る
。
説
草
と
は
説
経
の
台
本
に
当
た
る
も
の
で
、
現
に
こ
の

因
縁
は
正
中
二
年
（
一
三
二
五
）
の
四
月
に
は
極
楽
寺
で
、
十
月
に
は
田
中
殿
で

二
度
使
用
さ
れ
て
お
り
、「
大
法
主
禅
室
」「
先
師
上
綱
」
に
そ
れ
ぞ
れ
「
大
施
主

殿
下
」「
先
人
聖
霊
」
の
傍
記
が
あ
る
の
は
、
二
度
目
の
説
法
の
時
、
備
忘
の
た
め

に
書
き
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
（
注
六
）
。

【
一
】
今
此
ノ
御
経
ハ
、
先
師
御
手
跡
ヲ
御
料
紙
ト
為
す
。
反ホ

旧ク

色
紙
の
経
ハ
、

清
和
ノ
御
時
ニ
始
テ
○
世
俗
ヲ
反
し
て
出
世
ニ
帰
す
、
是
カ
イ
ミ
シ
キ
事
テ

候
。
清
和
ノ
天
皇
世
ヲ
早い

そ

か
せ
た
ま
ひ
し
後
、
西
三
条
ノ
皇
后
ト
申
す
ハ
清

和
ノ
后

キ
サ
キ

天
皇
ニ
後
レ
奉
り
、
朝ア

サ

夕ユ
ウ

書
き
置
き
御
せ
シ
神
筆
ノ
御
文
ト
モ
ヲ
色

紙
ニ
ス
イ
テ
大
乗
経
ヲ
供
養
書
写
せ
被
ら
れ
候
。
橘
贈ソ

ウ

納
言
広
相

ヒ
ロ
ミ

其
ノ
御
願

文
ヲ
書
キ
一
句
ヲ
載
セ
御
せ
シ
。

こ
の
貴
重
な
遺
物
に
つ
い
て
の
稿
者
の
関
心
は
、
解
体
さ
れ
る
前
の
記
主
の
手

習
い
の
正
体
が
何
で
あ
っ
た
か
と
云
う
点
と
、
こ
の
書
物
を
解
体
し
て
経
供
養
を

行
う
行
為
に
絞
ら
れ
る
。
書
物
で
あ
れ
ば
、
稿
本
か
転
写
本
か
で
そ
の
価
値
は
大

き
く
異
な
る
も
の
の
、
こ
こ
で
或
る
書
物
が
佚
伝
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
か
ら

で
あ
る
。

通
常
、
追
善
写
経
供
養
に
は
遺
愛
の
品
な
ど
死
者
を
偲
ぶ
縁
り
と
な
る
も
の
が

用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
漉
返
経
や
、
消
息
の
表
裏
に
経
文
を
書
く
風
習
、
消

息
経
は
そ
の
典
型
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
あ
ら
ま
し
ど
の
よ
う
な
根
拠
で
消
息
経
が

現
れ
る
の
か
経
緯
を
顧
み
た
い
（
注
四
）
。

例
え
ば
「
江
都
督
納
言
願
文
集
」（
大
江
匡
房
）
５-

11
「
故
博
陸
殿
の
奉
為

お
ほ
む
た
め

室
家

自
筆
の
法
花
経
を
供
養
せ
ら
れ
し
願
文
」
に
よ
れ
ば
、

未
亡
人
某
、
粛
拝
作
礼
し
、
前
み
て
仏
に
白
し
て
言
さ
く
、「
往
年
の
今
日
は
、

所
天
の
前
の
博
陸
内
相
府
帰
泉
の
日
な
り
。
相
府
は
、
漢
霍
金
鳳
の
臣
と
為

り
て
、
唐
堯
白
馬
の
后き

み

を
輔
く
。
台
階
を
履
み
て
二
代
、
久
し
く
羽
林
象
岳

の
風
に
誇
り
、
国
柄
を
秉
り
て
五
年
、
自
ら
花
胥
栗
陸
の
俗
に
返
し
た
ま
ひ

き
」
と
。

抑
も
、
相
府
の
、
楽
し
び
稽
古
に
在
り
、
業
は
唯
文
を
の
み
好
め
り
。
白
氏

の
文
集
を
写
さ
む
が
為
め
、
新
に
蔡
侯
の
花
牋
を
儲
く
。
去
年

い
に
し

の
春
、
残
更

の
夢
に
、
容
姿
昔
の
如
く
し
て
、
此
の
紙
を
披
き
閲
た
り
。
一
た
び
覚
め
て

後
、
涙
の
尽
く
る
こ
と
無
き
を
厭
ひ
、
憖

な
ま
じ
い

に
遺
る
中
に
、
命
の
従
は
不
る
を

恨
む
。

仍
り
て
、
彼
の
魚
網
に
就
き
て
、
我
が
鳥
跡
を
施
す
。
婦
人
の
習
ひ
、
漢
字

に
堪 た

へ
不
と
雖
も
、
恋
慕
の
心
、
猶
し
慇
憂
を
休
め
む
と
欲
ふ
。
妙
法
蓮
花

経
、
无
量
義
、
観
普
賢
、
般
若
心
、
阿
弥
陀
等
経
を
書
き
写
し
奉
る
。
便
ち

遠
忌
に
当
た
り
、
敬
ひ
て
題
名
を
揚
げ
た
て
ま
つ
る
。

嘉
承
三
年
（
一
一
○
八
）
六
月
廿
八
日
。

関
白
藤
原
師
通
は
康
和
元
年
（
一
○
九
九
）
六
月
廿
八
日
（
38
）
に
薨
じ
て
い
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【
二
】
同
心
ノ
契
リ
蓮
花
ノ
偈
ニ
変
シ
、
匪
石
ノ
詞
鑁ハ

ン

字
ノ
門
ニ
入
ル
。
同
心

ノ
契
リ
色
ニ
顕
レ
シ
御
手
跡
、
併
ラ
妙
法
ノ
蓮
偈
ト
成
リ
、
真
如
ノ
妙
法
ニ

入
レ
ト
コ
ソ
候
ふ
ナ
レ
。
是
ハ
世
俗
の
誤
リ
ヲ
以
テ
真
実
の
道
ニ
帰
す
る
心

に
候
ふ
。
実
ニ
モ
世
間
ノ
書
札
ト
申
す
物
ハ
、
或
い
は
朝
暮
世
路
の
事
ヲ
モ

注
し
、
若
し
く
は
花
月
遊
宴
の
情
ヲ
モ
述
ぶ
。
皆
是
れ
生
死
の
迷
へ
る
習
ひ
、

未
た
出
離
の
中
立
と
為
さ
ず
。
然
ル
ヲ
今
之
ヲ
翻
シ
テ
如
来
真
実
の
妙
典
ト

為
し
ツ
ル
カ
、
煩
悩
変
シ
テ
菩
提
ニ
帰
シ
、
生
死
を
捨
て
涅
槃
ヲ
得
ル
慥
か

ナ
ル
勝
因
也
ケ
ル
候
ふ
ト
ヨ
。

【
三
】
大
法
主
禅
室
、
之
に
由
り
、
先
師
上
綱
の
御
手
跡
ヲ
以
て
、
仏
語
誠
諦

の
妙
文
ト
為
す
。
煙
霞
花

カ
ク
ワ

鳥
の
詞
変
シ
テ
花ク

ヱ

池
宝
閣
の
因
ト
為
シ
、
誑
言
綺

語
の
誤
り
を
翻
し
て
転
正
法
輪
の
縁
ト
コ
ソ
候
ふ
ナ
レ
。
サ
レ
ハ
当
相
即
真

の
奥
旨
、
十
眼
ノ
前
に
顕
れ
、
一
乗
妙
典
の
深
義
、
只
此
ノ
事
ニ
足
ル
可
く

候
ふ
。
此
の
功
徳
を
廻
ら
し
亡
魂
菩
提
を
資た

す

け
御
サ
ン
。
利
益
必
ス
速
カ
ナ

ル
可
く
候
ふ
。
正
中
二
年
（
一
三
二
五
）
十
月
田
中
殿
、
同
し
き
四
月
九
日

極
楽
寺
に
し
て
之
を
用
ふ
。

便
宜
三
段
に
分
節
し
て
み
た
が
、
初
段
に
は
反
古
色
紙
写
経
の
先
例
と
し
て
、

有
名
な
清
和
天
皇
の
先
蹤
（
西
三
条
の
皇
后
は
藤
原
良
相
女
の
多
美
子
）
が
引
か

れ
る
（
注
七
）
。
広
相
の
願
文
は
現
存
し
な
い
が
、
次
に
掲
げ
る
「
修
八
講
於
嘉
承
寺
御

願
文
」（
橘
広
相
作
）
と
の
混
同
又
は
附
会
に
よ
る
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
但
し
こ

の
嘉
承
寺
供
養
願
文
で
は
全
子
の
場
合
と
同
様
に
「
神
筆
ノ
御
文
ト
モ
ヲ
色
紙
ニ

ス
イ
テ
」
に
は
該
当
し
な
い
。

旧
き
色
紙
を
反
し
て
と
は
、
手
跡
を
漉
き
返
す
こ

と
を
指
す
。
五
部
大
乗
経
で
あ
れ
ば
相
当
大
規
模
な
こ
と
に
な
る
。
宸
筆
の
手
跡

は
野
宮
に
あ
っ
た
中
務
省
図
書
寮
別
所
の
紙
屋
院
に
送
ら
れ
漉
き
返
し
紙
と
な
っ

た
の
で
あ
ろ
う
（
注
八
）
。

寛
平
元
年
九
月
廿
四
日
、
…
側
に
聞
く
、
先
帝
（
光
孝
天
皇
）
法
華
等
経
を

書
写
の
御
願
未
だ
成
ら
ざ
る
有
り
と
。
仍
り
て
頃
ら
く
、
状
を
知
る
新
子
長

公
主
及
び
遍
照
大
和
尚
を
歴
訪
し
て
、
粗
事
実
を
審
か
に
す
。
又
承
香
殿
中

に
紺
紙
数
百
張
、
金
泥
数
十
両
有
り
。
尚
、
方
署
底
に
素
木
経
函
三
合
有
り
。

…
仍
り
て
紺
紙
を
披
き
金
字
を
写
し
、
素
函
を
飾
り
螺
鈿
を
施
し
た
ま
ふ
。

（「
本
朝
文
集
」
廿
六
）

と
ま
れ
、
第
二
段
に
見
る
通
り
、
世
俗
の
書
札
を
漉
き
返
し
て
妙
典
と
な
す
こ

と
は
、
も
と
よ
り
古
紙
の
再
利
用
の
為
な
ど
で
は
な
く
、「
煩
悩
変
シ
テ
菩
提
ニ
帰

シ
、
生
死
を
捨
て
涅
槃
ヲ
得
ル
慥
か
ナ
ル
勝
因
」
と
な
る
と
の
「
諸
法
実
相
」
の

思
想
に
支
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
第
三
段
で
は
、
先
師
の
残
し
た
「
煙
霞
花
鳥

カ
ク
ワ

の
詞
」
を
「
仏
語
誠
諦
の
妙
文
」
と
な
す
こ
と
で
、「
誑
言
綺
語
の
誤
り
を
翻
し
て

転
正
法
輪
の
縁
ト
コ
ソ
候
ふ
」
と
述
べ
る
（
第
二
段
の
二
重
傍
線
部
も
同
趣
）。
言

う
ま
で
も
な
く
、「
和
漢
朗
詠
集
」
仏
事
の
「
願
は
く
は
今
生
俗
文
字
の
業
狂
言
綺

語
の
誤
り
を
以
て
、
飜か

へ

し
て
當
來
世
世
讚
仏
乘
の
因
轉
法
輪
の
縁
と
爲せ

む
　
白
」

（「
香
山
寺
白
氏
洛
中
集
記
」
に
拠
る
）
を
踏
ま
え
る
修
辞
で
あ
る
。
実
に
誑
言
綺

語
の
思
想
を
可
視
化
し
即
物
的
に
表
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

果
た
し
て
後
世
の
附
会
で
は
な
く
、
藤
原
多
美
子
の
法
華
経
書
写
の
勝
事
の
背

後
に
、
当
初
か
ら
湛
睿
が
説
草
に
述
べ
る
が
如
き
思
想
を
認
め
る
な
ら
ば
、
通
説

に
言
う
村
上
朝
の
比
叡
坂
本
勧
学
会
に
於
い
て
広
ま
っ
た
と
さ
れ
る
狂
言
綺
語
観

が
九
世
紀
後
半
の
後
宮
に
は
既
に
存
在
し
た
こ
と
に
な
り
（
従
来
仏
事
に
関
わ
る

資
料
群
は
研
究
の
空
白
を
多
く
残
し
て
い
る
）、
古
い
起
源
を
持
つ
こ
と
に
注
意
を

注
い
で
お
き
た
い
（
注
九
）
。
白
氏
の
文
言
に
触
発
さ
れ
る
下
地
で
あ
る
、
世
俗
の
文
字

が
如
来
真
実
の
妙
典
に
他
な
ら
な
い
と
の
思
想
、
例
え
ば
「
涅
槃
経
」
梵
行
品
の

偈
「
麁
言
軟
語
も
第
一
義
諦
の
風
に
帰
す
」
な
ど
に
込
め
ら
れ
る
も
の
が
、
天
台
僧

の
側
で
も
成
熟
し
て
い
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
は
後
に
見
る
如

く
、
他
な
ら
ぬ「
法
華
玄
義
」の
中
に
明
ら
か
に
記
さ
れ
て
い
る
事
柄
で
あ
る
。）

二

法
興
寺
の
胎
内
経
の
記
事
が
新
聞
に
載
っ
た
年
を
遡
る
こ
と
四
年
、
新
出
の
後

（
仲
立
ち
）

施

殿

下

人

聖

霊

（
親
）

（
法
）



白
河
院
自
筆
「
梁
塵
秘
抄
」
断
簡
に
関
す
る
言
説
が
新
聞
各
紙
面
を
賑
わ
せ
て
い

る
（
平
成
十
一
年
五
月
二
十
日
「
毎
日
新
聞
」
朝
刊
が
一
報
を
報
じ
、
六
月
二
日

と
三
日
付
け
の
「
読
売
新
聞
」
夕
刊
に
小
松
茂
美
氏
の
反
論
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
）。

発
見
の
経
緯
に
つ
い
て
は
古
谷
稔
氏
の
「
伝
久
我
通
光
筆
『
梁
塵
秘
抄
断
簡
』

と
後
白
河
法
皇
の
書
」（『
日
本
音
楽
史
研
究
』
２
）
に
詳
し
く
、
同
書
に
断
簡
の

見
事
な
原
色
図
版
が
載
っ
て
い
る
（
注
一
○
）
。

こ
の
出
現
に
よ
り
改
め
て
四
種
類
の
古
筆
切
れ
が
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
更

に
上
野
学
園
日
本
音
楽
資
料
室
所
蔵
断
簡
の
冒
頭
一
字
擡
頭
の
「
け
れ
は
」
の
三

文
字
に
よ
っ
て
、
ど
う
や
ら
こ
の
一
連
の
断
簡
が
、
現
存
す
る
「
口
伝
抄
」
巻
十

と
は
別
の
巻
の
「
口
伝
抄
」
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
事
実
は
大
き
い

（
上
記
『
日
本
音
楽
史
研
究
』
２
に
飯
島
一
彦
氏
の
指
摘
が
あ
る
通
り
）。
し
か
し
、

こ
の
後
白
河
法
皇
縁
り
の
古
筆
切
れ
が
伝
来
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
少
し
考
え
て

見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
あ
る
（
古
谷
氏
は
本
願
寺
本
を
観
察
し
て
「
捲ま

く

り
」

の
状
態
で
伝
わ
っ
た
可
能
性
を
物
語
る
虫
損
や
「
礼
拝
の
対
象
と
し
て
香
な
ど
を

薫
い
て
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
」
油
煙
の
痕
跡
を
指
摘
し
て
い
る
が
、

伝
来
の
歴
史
に
長
い
時
間
の
空
白
が
あ
る
）。

１
梁
塵
秘
抄
断
簡
「
手
鑑
　
高
松
帖
」
所
収
　
三
井
文
庫
所
蔵
　
重
要
文
化

財
　
平
安
時
代
　
一
二
世
紀
　
伝
久
我
通
光
筆
　
一
葉
　
本
紙
寸
法
二

六
・
八
×
一
一
・
○
糎

２
梁
塵
秘
抄
断
簡
　
上
野
学
園
日
本
音
楽
資
料
室
所
蔵
　
平
安
時
代
　
一
二

世
紀

伝
久
我
通
光
筆
　
一
葉
　
本
紙
寸
法
二
六
・
八
×
一
二
・
一
糎

３
梁
塵
秘
抄
断
簡
「
手
鑑
　
鳥
跡
鑑
」
所
収
　
本
願
寺
所
蔵
　
平
安
時
代

一
二
世
紀
　
伝
寂
蓮
筆
　
一
葉
　
本
紙
寸
法
二
六
・
八
×
一
三
・
三
糎

４
梁
塵
秘
抄
断
簡

穂
久
邇
文
庫
所
蔵
　
平
安
時
代
　
一
二
世
紀
　
伝
寂
蓮
筆

一
幅
　
本
紙
寸
法
　
二
六
・
八
×
一
一
・
八
糎

そ
も
そ
も
「
梁
塵
秘
抄
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
扱
う
論
文
汗
牛
充
棟
の
樣

で
あ
る
が
、
常
識
的
な
お
温
習
い
を
し
て
お
き
た
い
。
現
在
伝
存
す
る
「
梁
塵
秘

抄
」
は
前
記
断
簡
を
除
き
、
次
の
三
種
の
み
で
、
極
め
て
伝
本
が
希
で
あ
る
こ
と

で
有
名
で
あ
り
（
そ
の
た
め
所
謂
異
本
と
称
さ
れ
る
偽
書
を
生
ん
で
い
る
が
こ
こ

で
は
触
れ
な
い
）、
伏
見
宮
家
本
を
除
け
ば
比
較
的
新
し
い
書
写
本
と
い
え
る
。
こ

の
作
品
は
「
本
朝
書
籍
目
録
」
に
廿
巻
で
あ
る
と
見
え
、
そ
の
編
成
は
歌
詞
を
集

め
た
「
梁
塵
秘
抄
」
十
巻
と
そ
の
謡
い
方
や
伝
承
に
つ
い
て
の
口
伝
を
集
め
た

「
梁
塵
秘
抄
口
伝
集
」
十
巻
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

・
梁
塵
秘
抄
巻
一

、
及
び
口
伝
集
巻
一
（
抄
出
本
）

綾
小
路
家
伝
来
本
　
天

理
図
書
館
蔵

・
梁
塵
秘
抄
巻
二
（
竹
柏
園
旧
蔵
　
伝
寂
蓮
筆
本
系
　
江
戸
後
期
写
）
天
理
図

書
館
蔵

・
同

口
伝
集
巻
十
　
伏
見
宮
家
本
、
康
暦
元
年
〈
一
三
七
九
〉
栄
仁
親
王
筆

宮
内
庁
書
陵
部
蔵

「
梁
塵
秘
抄
」
に
つ
い
て
、
古
く
「
八
雲
御
抄
」「
徒
然
草
」
に
も
触
れ
ら
れ
て

い
る
が
、
そ
の
所
在
に
つ
い
て
は
、
永
仁
六
年
（
一
二
九
八
）
の
「
山
科
家
文
書
」

に
山
科
教
定
が
「
後
白
河
院
宸
筆
今
様
　
萬
里
小
路
殿
被
召
置
」
と
記
し
た
記
録

が
あ
る
こ
と
や
、
同
じ
十
三
世
紀
後
半
成
立
の
「
文
机
談
」
巻
第
三
に
「
梁
塵
秘

抄
入
れ
ら
れ
た
り
け
る
御
手
箱
に
い
れ
具
せ
ら
れ
て
、
六
条
殿
な
る
御
文
車
に
侍

け
る
と
伝
承
し
か
ど
も
」
と
あ
る
の
が
最
も
具
体
的
な
証
拠
と
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
と
似
た
よ
う
な
記
述
が
、
後
崇
光
院
御
筆
の
「
法
安
寺
預
置
文
書
目
録
」

（『
図
書
寮
叢
刊
・
看
聞
日
記
紙
背
文
書
・
別
記
』
文
書
番
号
一
四
八
）
中
に
も
あ

っ
て
、「
一
合
、
梁
塵
秘
抄
手
箱
」
と
あ
り
、
末
に
「
応
永
廿
七
年
二
月
廿
七
日
於

法
安
寺
取
目
録
畢
、
同
三
十
二
年
五
月
日
廿
合
取
出
了
、
懸
左
点
了
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
以
後
、
そ
の
具
体
的
な
所
在
に
つ
い
て
は
記
録
に
見
出
せ
な
い
こ
と
は

専
門
家
の
間
に
は
よ
く
知
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
（
後
白
河
自
筆
説
に
懐
疑
的
な
小

松
氏
は
、
一
首
四
行
に
書
写
さ
れ
る
穂
久
邇
文
庫
蔵
の
断
簡
を
基
準
に
す
る
と
、

巻
二
の
み
で
約
二
三
○
八
行
と
な
り
、「
五
巻
分
の
分
割
を
必
要
」
と
す
る
と
推
定

し
て
い
る
か
ら
（
前
掲
新
聞
記
事
）、
全
体
は
優
に
文
車
一
輌
分
と
な
り
、
到
底
手
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箱
に
収
ま
る
範
囲
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
手
箱
に
収
ま
る
た
め
に
は
ど
こ
か
で
自
筆

巻
子
本
か
ら
冊
子
に
変
換
が
な
さ
れ
た
と
見
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
）（
注
一
一
）
。

伏
見
宮
家
に
伝
え
ら
れ
た
栄
仁
親
王
筆
本
の
素
性
も
三
段
か
ら
な
る
そ
の
奥
書

の
本
奥
書
の
分
析
か
ら
、「
此
の
本
ハ
、
妙
音
院
入
道
殿
の
御
本
か
。
而
し
て
法
性

寺
禅
定
殿
下
の
御
辺
ニ
、
年
来
御
日
記
ニ
相
ひ
具
し
テ
取
り
置
か
せ
被
れ
候
ふ
由
、

伝
承
す
る
も
の
な
り
。
而
し
て
二
条
の
中
将
経
定
朝
臣
預
か
り
置
く
間
、
彼
の
羽

林
、
又
雅
曲
の
弟
子
為
る
に
依
り
、
蜜
々
借
り
寄
せ
テ
之
を
書
写
す
る
も
の
な
り
。

寛
元
四
年
八
月
廿
一
日
、
之
を
送
ら
せ
給
ふ
、
同
じ
き
廿
二
日
書
写
す
る
も
の
な

り
」
の
記
主
は
源
（
綾
小
路
）
有
資
で
、
か
の
妙
音
院
師
長
の
旧
蔵
と
い
う
触
れ

込
み
で
九
条
兼
実
の
も
と
に
あ
っ
た
も
の
を
二
条
経
定
が
預
か
っ
て
い
た
が
、
密

か
に
借
り
受
け
て
一
両
日
の
間
に
転
写
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
い
う
（
宮
内
庁

書
陵
部
『
梁
塵
秘
口
伝
集
巻
十
』
複
製
解
題
）。
後
白
河
法
皇
自
筆
本
へ
と
直
結
す

る
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

「
山
科
家
文
書
」
の
「
後
白
河
院
宸
筆
今
様
　
萬
里
小
路
殿
被
召
置
」
記
事
、
ま

た
「
文
机
談
」
に
記
す
所
の
手
箱
入
り
の
揃
本
、
応
永
廿
七
年
後
崇
光
院
記
す
所

の
伏
見
宮
家
蔵
の
「
梁
塵
秘
抄
手
箱
」
と
の
相
互
関
係
は
不
明
と
言
う
ほ
か
は
な

い
。
僅
か
に
、
静
嘉
堂
蔵
「
口
伝
集
第
十
」
校
合
識
語
に
山
田
以
文
が
記
す
所
に

よ
れ
ば
、
五
辻
三
位
入
道
亭
に
在
っ
た
と
さ
れ
る
一
本
は
、
巻
子
本
に
し
て
「
凡

二
十
巻
」
で
、「
凡
鎌
倉
時
代
、
而
古
雅
可
貴
」
で
あ
っ
た
と
あ
る
。
こ
の
識
語
が

記
さ
れ
た
の
は
、
同
書
の
校
合
奥
書
に
あ
る
文
化
四
年
頃
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

偽
書
で
な
い
と
す
れ
ば
幕
末
迄
存
在
し
た
事
に
な
る
。
な
る
ほ
ど
五
辻
家
は
、
前

記
源
有
俊
の
家
と
同
じ
宇
多
源
氏
で
、
遠
祖
光
遠
が
後
白
河
院
の
判
官
代
に
な
っ

て
い
る
事
が
知
ら
れ
て
い
る
し
、
こ
の
家
の
朝
仲
朝
臣
は
、
後
崇
光
院
の
「
椿
葉

記
」
に
よ
る
と
、「
こ
と
に
故
院
（
崇
光
院
）
に
仕
し
物
な
り
」
と
記
さ
れ
て
も
い

る
（
前
記
『
梁
塵
秘
口
伝
集
巻
十
』
複
製
解
題
）。
さ
さ
が
に
の
糸
を
手
繰
れ
ば
何

か
新
事
実
を
指
摘
で
き
る
か
に
も
思
え
る
が
、
稿
者
は
次
節
に
述
べ
る
理
由
か
ら

少
し
く
懐
疑
的
で
も
あ
る
。

と
こ
ろ
で
「
文
机
談
」
に
「
六
条
殿
な
る
御
文
車
に
侍
け
る
と
伝
承
し
か
ど
も
」

と
記
さ
れ
る
こ
と
が
事
実
で
あ
れ
ば
、
祝
融
を
慮
っ
て
文
車
に
乗
せ
た
た
ま
ま
、

後
白
河
院
が
晩
年
を
過
ご
し
た
六
条
西
洞
院
殿
の
車
宿
に
駐
め
て
あ
っ
た
こ
と
に

な
る
。
そ
の
信
憑
性
は
高
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
（
注
一
二
）
。
次
に
そ
の
こ
と
を
述

べ
よ
う
。

三

後
白
河
院
の
崩
御
の
あ
っ
た
年
、
建
久
三
年
十
一
月
廿
一
日
、
丹
後
局
が
願
主

と
な
り
後
白
河
法
皇
の
仏
事
が
六
条
殿
の
法
華
堂
で
営
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
時
後

に
見
る
よ
う
に
一
切
経
の
供
養
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
導
師
の
説
経
が
金
沢
文
庫

に
蔵
さ
れ
て
い
る
天
台
の
学
匠
と
し
て
も
名
高
い
安
居
院
澄
憲
（
藤
原
通
憲
〈
信

西
〉
息
、
一
一
二
六
〜
一
二
○
三
）
の
浩
瀚
な
説
草
、「
釈
門
秘
鑰
」
の
一
部
と
し

て
伝
来
し
て
い
る
。
即
ち
、
第
廿
五
之
三
「
倭
字
を
綴
り
置
き
経
と
成
す
釈

法
花

を
書
き
付
く
、
余
経
の
上
は
之
を
通
用
す
可
し
」
と
標
題
さ
れ
る
も
の
が
そ
れ
で

あ
る
。
そ
の
内
容
は
妄
語
戒
を
保
つ
人
物
の
発
言
と
し
て
の
重
み
を
持
ち
、
史
実

と
し
て
疑
う
余
地
の
な
い
も
の
で
あ
る
（
注
一
三
）
。

内
容
に
沿
っ
て
【
一
】
〜
【
四
】
に
分
節
し
乍
ら
一
瞥
し
て
み
て
み
た
い
。
端

作
り
に
「
後
白
河
法
皇
御
手
跡
を
以
て
之
を
置
か
せ
ら
被
る
。
願
主
浄
土
寺
二
品

禅
尼
な
り
」
と
あ
る
通
り
、
こ
れ
は
先
に
も
述
べ
た
通
り
後
白
河
院
の
崩
御
の
あ

っ
た
建
久
三
年
の
冬
十
一
月
廿
一
日
、
丹
後
局
の
依
頼
で
後
白
河
法
皇
仏
事
導
師

と
し
て
勤
仕
し
た
時
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
し
て
い
る
（
注
一
四
）
。
こ
の
事
実
を
古

記
録
の
方
面
か
ら
検
証
す
る
な
ら
ば
、
藤
原
（
樋
口
）
定
能
の
諒
闇
記
「
心
記
」

（「
歴
代
残
闕
日
記
」
六
）
に
は
、

廿
一
日
、
法
華
堂
に
於
い
て
故
院
の
奉
為
、
二
位
一
切
経
御
供
養
す
。
是
れ

御
平
生
の
時
、
宿
願
に
依
る
。
先
年
の
冬
御
始
め
崩
御
の
後
、
今
日
御
供
養

な
り
。
御
導
師
澄
憲
、
請
僧
廿
四
、〈
六
口
三
昧
の
体
、
導
師
奥
に
在
り
〉
願



文
、〈
草
左
大
弁
親
経
、
清
書
伊
経
〉
人
々
、
布
衣
或
は
直
衣
、
素
服
人
黒
装

束
な
り
。

と
記
さ
れ
て
お
り
、
澄
憲
が
導
師
を
勤
め
た
大
規
模
な
一
切
経
の
供
養
で
あ
っ
た

こ
と
が
判
る
。

願
主
丹
後
局
が
法
皇
の
寵
愛
を
専
ら
に
し
て
朝
な
夕
な
に
御
側
を
離
れ
な
か
っ

た
趣
を
、
局
嫌
い
の
兼
実
が
「
玉
葉
」
の
中
に
、「
殊
寵
無
双
、
李
夫
人
楊
妃
に
異

な
ら
ざ
る
か
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で

あ
る
が
、
こ
の
丹
後
局
は
澄
雲
と
言
う
山
法
師
の
女
高
階
栄
子
で
、
相
模
守
平

業
房

な
り
ふ
さ

に
嫁
し
、
業
兼
・
教
成
の
二
子
を
生
ん
だ
が
、
治
承
三
年
（
一
一
七
九
）、
夫

業
房
が
平
清
盛
の
た
め
、
伊
豆
に
流
さ
れ
て
か
ら
、
法
皇
の
御
召
に
預
か
っ
て
院

御
所
に
宮
仕
え
の
身
と
な
り
、
ほ
ど
な
く
懐
胎
し
て
皇
女
覲
子

き
ん
し

を
生
ん
で
い
る

（
建
久
二
〈
一
一
九
一
〉
年
に
院
号
宣
下
〈
宣
陽
門
院
〉
が
あ
り
、
生
母
の
局
は
従

二
位
に
陞
叙
せ
ら
れ
た
）。
同
年
の
十
一
月
法
皇
鳥
羽
殿
幽
閉
の
折
り
も
こ
の
局
だ

け
は
近
侍
し
た
と
い
う
（「
愚
管
抄
」
五
）。

建
久
三
年
の
春
に
は
、
重
篤
の
病
中
を
見
舞
っ
た
後
鳥
羽
天
皇
に
向
か
い
、「
宣

陽
門
院
の
御
事
、
教
成
の
事
ど
も
申
し
置
か
せ
ら
れ
た
と
い
う
。
崩
御
の
前
、
遺

領
の
御
処
分
が
あ
っ
て
、
宣
陽
門
院
に
は
六
条
殿
・
長
講
堂
以
下
の
荘
園
を
譲
り

給
う
た
。
局
に
も
山
科
を
そ
の
所
領
と
な
さ
れ
、
か
つ
特
別
の
思
召
を
以
て
将
来

違
乱
な
き
よ
う
と
の
御
起
請
符
を
さ
え
下
さ
れ
た
」
と
い
う
こ
と
だ
（
注
一
五
）
。
さ
て

澄
憲
の
説
経
に
耳
を
傾
け
よ
う
。

【
一
】
・
人
心
同
じ
か
ら
不
れ
ば
為
す
所
も
又
差

し
な
じ
な

な
り
。
我
れ
経
の
料
紙
を
漉

き
、
或
い
は
反
し
て
経
の
料
紙
と
為
す
。
或
い
は
焼
き
て
経
面
に
塗
り
、
或

い
は
彫ゑ

り
て
経
字
と
為
す
。
皆
是
れ
勝
因
な
り
。
悉
く
結
縁
な
り
。
但
し
此

の
中
に
和
漢
の
字
を
彫
り
て
経
王
の
文
を
綴
る
事
、
第
一
に
煩
ひ
有
り
、
暇

入
る
事
な
り
。
取
り
作
す
所
は
実
に
目
出
た
き
事
に
覚
え
候
ふ
な
り
。

「
経
の
料
紙
を
漉
き
」
は
先
に
も
見
た
反
古
色
紙
供
養
（
漉
返
経
）、「
反
し
て
経

の
料
紙
と
為
す
」
は
消
息
経
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
（
注
一
六
）
。「
焼
き
て
経
面
に
塗
」

る
例
を
未
だ
知
ら
な
い
が
、
谷
知
子
氏
が
前
掲
注
論
文
で
例
証
し
て
い
る
「
玉
葉
」

の
記
事
に
見
え
る
「
其
上
塗
雲
母
隠
字
」
な
ど
は
、
消
息
を
燃
や
し
た
灰
を
混
ぜ

て
顔
料
と
し
た
可
能
性
が
高
い
。
問
題
は
「
彫ゑ

り
て
経
字
と
為
す
」
で
、
冒
頭
の

法
興
寺
胎
内
経
の
場
合
が
正
に
こ
れ
で
あ
る
（
今
後
の
議
論
の
用
意
と
し
て
澄
憲

が
分
類
し
て
い
る
こ
の
四
つ
の
方
法
を
厳
密
に
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
。
典
籍
が

湮
滅
す
る
場
合
は
漉
返
経
と
こ
の
場
合
に
限
ら
れ
る
。
し
か
し
前
者
は
、
例
え
ば

当
時
盛
ん
に
制
作
さ
れ
た
紺
紙
経
の
料
紙
繊
維
に
は
大
量
の
墨
の
炭
素
成
分
が
含

ま
れ
る
に
は
違
い
な
か
ろ
う
が
、
そ
れ
を
以
て
典
籍
の
佚
伝
を
具
体
的
に
証
明
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
）。「
彫
る
」
は
小
刀
な
ど
で
文
字
を
切
り
出
す
こ
と
を
指
す

と
み
ら
れ
よ
う
（「
類
聚
名
義
抄
」
に
「
彫
　
ヱ
ル
　
キ
サ
ム
」
と
あ
る
）。
従
っ

て
澄
憲
の
釈
の
標
題
に
あ
る
「
倭
字
を
綴
り
置
き
経
と
成
す
」
の
置
く
と
は
、
切

り
出
し
た
紙
片
を
台
紙
に
貼
り
付
け
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
勝
因
に
は
違
い
な
い

が
確
か
に
「
暇
入
る
事
」
で
あ
る
。
な
お
、
先
走
っ
て
言
え
ば
、
澄
憲
が
明
言
し

て
い
る
如
く
、
こ
れ
は
せ
い
ぜ
い
経
王
と
も
花
文
と
も
称
せ
ら
れ
る
「
法
華
経
」

及
び
具
経
開
結
二
経
の
場
合
に
限
っ
て
為
さ
れ
う
る
こ
と
で
、
一
切
経
全
て
に
於

い
て
な
さ
れ
た
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
と
思
う
。

倭
字
（
平
仮
名
）
書
写
に
よ
る
遺
品
は
、
足
利
本
仮
名
書
き
法
華
経
（
元
徳
二

年
〈
一
三
三
○
〉）
の
他
に
も
例
が
な
い
で
は
な
い
が
、
十
二
世
紀
に
遡
る
も
の
は

知
ら
れ
て
い
な
い
。
同
書
の
中
田
祝
夫
氏
の
解
題
に
「
漢
文
が
読
め
ず
、
識
っ
て

い
る
漢
字
も
少
な
い
人
に
は
（
中
略
）
本
文
の
漢
字
は
無
用
で
あ
り
、
あ
る
場
合

に
は
目
ざ
わ
り
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
も
と
も
と
漢
字
を
識
る
こ
と
の
少
な
い

も
の
に
、
わ
ざ
わ
ざ
漢
字
を
記
す
こ
と
は
な
い
、
た
だ
そ
の
読
み
を
与
え
れ
ば
よ

い
。
漢
字
を
与
え
ず
、
読
み
の
み
を
与
え
る
形
式
を
と
れ
ば
、
読
み
下
し
の
文
字

も
大
書
で
き
る
。
こ
う
し
て
作
ら
れ
た
も
の
が
、
今
こ
こ
に
い
う
仮
名
書
き
本
な

の
で
あ
ろ
う
」〈『
足
利
本
仮
名
書
き
法
華
経
』
一
九
七
四
年
〉
と
述
べ
ら
れ
、
稿

者
の
問
題
と
し
て
い
る
視
座
が
欠
落
し
て
い
る
。「
法
華
経
」
を
書
写
す
る
ほ
ど
の

階
層
に
属
す
る
人
々
が
男
女
を
問
わ
ず
漢
字
を
識
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
は
何
と
無
く
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説
得
力
に
欠
け
は
し
ま
い
か
。
現
に
足
利
本
の
書
写
者
は
、
入
木
道
に
も
心
得
が

あ
り
、
ま
と
も
な
正
書
法
を
習
得
し
て
い
る
。
仮
名
書
き
書
写
と
「
倭
字
を
綴
り

置
き
経
と
成
す
」
と
の
前
後
関
係
は
断
定
を
躊
躇
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
が
、
後
述

の
如
く
、
そ
の
供
養
の
背
景
に
あ
る
思
想
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
漢
字
に
よ
る
経

典
の
書
写
の
場
合
と
は
異
な
っ
て
、
寧
ろ
一
端
「
倭
字
を
綴
り
置
き
経
と
成
す
」

（
つ
ま
り
は
世
俗
の
文
字
を
翻
す
こ
と
に
よ
っ
て
）
こ
と
を
潜
っ
て
、
仮
名
書
き
の

経
典
を
書
写
す
る
こ
と
が
広
ま
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

【
二
】
・
其
の
故
ハ
文
字
ト
申
す
は
、
全
て
定
相
無
く
、
指
せ
る
本
体
も
無
き

者
な
り
。
然
れ
ど
も
又
是
れ
万
事
を
含
み
て
衆
事
を
備
ふ
な
り
。
文
字
に
定

相
無
き
事
ヲ
、
大
師
玄
文
釈
し
給
ハ
ク
、「
墨
点
能
く
一
切
法
を
詮
ら
か
に
す
。

墨
字
能
く
一
切
因
を
具
ふ
」
と
。
先
ず
横
下
然
る
可
き
、
数
一
を
表
し
、
上

に
一
点
を
加
へ
、
二
数
を
詮
表
す
。
又
上
に
一
点
を
加
へ
。
三
数
と
名
つ
け
、

三
の
中
に
竪
一
点
を
加
へ
、
王
と
名
つ
く
。
右
に
一
点
を
加
へ
、
玉
と
名
つ

く
。
左
に
一
点
を
加
へ
、
田
と
名
つ
く
。
上
に
出
づ
る
を
由
と
名
つ
け
、

下
に
通
る
を
申
す
と
名
つ
く
。
此
の
如
き
廻
転
、
詮
ら
か
に
尽
す
可
か
ら
不
。

或
い
は
一
字
無
量
法
を
詮
ら
か
に
し
。
無
量
字
一
法
を
詮
ら
か
に
す
。
無
量

字
無
量
法
を
詮
ら
か
に
す
。
一
字
一
法
を
詮
ら
か
に
す
。
故
に
定
相
無
き
な

り
。
字
ハ
同
字
ナ
レ
ト
モ
古
き
事
を
記
し
、
今
の
事
を
記
す
。
之
に
随
ひ
名

異
る
。
漢
土
の
事
を
記
し
、
本
朝
の
事
を
記
す
。
之
に
随
ひ
て
体
殊
な
り
。

字
ハ
無
定
相
、
和
字
漢
字
梵
字
、
源
是
れ
一
な
り
。
国
語
に
随
ひ
て
変
ず
。

喩
へ
ハ
仮
名
は
四
十
七
字
ヲ
以
テ
万
言
を
顕
す
。
万
事
を
示
し
て
一
事
も
顕

れ
不
る
は
莫
し
。
三
史
文
選
八
代
史
も
此
の
四
十
八
字
よ
り
出
で
不
、
十
三

経
も
、
皆
此
の
字
の
中
に
摂
す
。
乃
至
、
出
世
の
大
少
乗
五
千
三
百
軸
も
、

皆
此
の
中
に
在
り
。
八
万
法
門
十
二
分
の
教
へ
、
同
前
の
故
を
以
て
、
此
の

四
十
七
和
字
の
中
、
本
来
一
切
の
詞
を
具
ふ
。
一
切
字
は
只
上
に
置
き
下
に

置
く
。
此
の
字
を
用
ひ
、
彼
の
字
を
用
ふ
。
其
の
事
様
々
ニ
顕
れ
其
の
旨

重
々
に
示シ

メ

ス
。
大
師
釈
に
云
は
く
、「
善
悪
邪
正
、
有
漏
無
漏
、
殺
殆
与
奪
、

毀
誉
苦
楽
、
皆
墨
の
中
に
在
り
。
若
し
文
字
に
瞋
り
を
生
ぜ
ば
、
人
命
を
断

つ
。
字
に
愛
を
起
さ
ば
盗
婬
を
生
ず
。
若
し
字
に
愚
痴
な
ら
ば
、
邪
見
を
生

ず
。
当
に
知
る
べ
し
、
文
字
は
四
悪
趣
の
本
な
り
と
い
ふ
こ
と
を
」。
若
し
此

の
字
を
見
れ
ば
、
五
戒
を
持
つ
人
（
天
）
の
本
な
り
。
十
善
を
持
つ
天
本
な

り
。
五
戒
十
善
は
皆
字
よ
り
起
る
。
若
し
文
字
に
因
り
苦
空
無
常
を
解
か
ば

苦
を
見
、
乃
至
滅
諦
を
見
ば
、
即
二
乗
本
と
為
す
。
若
し
字
を
見
て
大
悲
行

を
起
さ
ば
、
六
度
を
行
ふ
、
此
の
字
即
菩
提
の
本
な
り
。
乃
至
、
三
世
如
来

正
等
菩
提
、
皆
イ
ロ
ハ
ノ
字
を
出
で
不
る
な
り
。
只
字
置
く
様
に
依
り
、
善

悪
邪
正
と
為
る
。
世
俗
と
為
り
勝
義
と
為
る
。
迷
悟
を
為
せ
ど
も
染
浄
と
為

る
。
心
経
を
置
か
ば
即
ち
畢
竟
空
の
理
と
為
る
。
阿
弥
陀
経
を
置
か
ば
即
ち

浄
妙
国
土
依
正
と
為
る
。
当
に
知
る
べ
し
、
此
れ
字
の
無
定
相
な
り
と
。

こ
こ
に
展
開
す
る
文
字
無
定
相
観
（
言
語
観
）
は
天
台
大
師
智ちa

ぎ

の
「
妙
法
蓮

経
玄
義
」
巻
第
八
上
に
述
べ
ら
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
。
こ
と
に
「
大
師
（
玄
文
）

釈
」
と
し
て
引
用
さ
れ
る
の
は
、
各
次
の
箇
所
で
あ
る
。

・
黒
墨
の
色
の
如
き
、
一
画
は
一
を
詮
じ
、
二
画
は
二
を
詮
じ
、
三
画
は
三
を

詮
じ
、
右
の
画
を
足
す
と
き
は
則
ち
丑
を
詮
じ
、
左
の
画
を
足
す
と
き
は
則

ち
田
を
詮
じ
、
上
を
出
せ
ば
由
を
詮
じ
、
下
に
出
せ
ば
申
　
　
を
詮
ず
。
是

の
如
く
回
転
し
て
詮
ず
る
こ
と
尽
す
可
か
ら
ず
。
或
は
一
字
に
無
量
の
法
を

詮
じ
、
無
量
の
字
共
に
一
法
を
詮
ず
。
無
量
の
字
に
無
量
の
法
を
詮
じ
、
一

字
に
一
法
を
詮
ず
。（
以
下
略
）

・
墨
色
是
れ
経
な
る
を
法
本
と
為
す
と
は
、
若
し
墨
字
に
於
い
て
瞋
を
生
じ
て

他
の
寿
命
を
断
ず
。
若
し
墨
字
に
於
い
て
愛
を
起
し
て
而
も
盗
淫
を
作
し
、

乃
至
墨
に
於
い
て
癡
を
起
し
て
邪
見
を
起
し
て
邪
見
を
生
ず
。
当
に
知
る
べ

し
、
墨
字
は
是
れ
四
趣
の
本
な
り
。
若
し
墨
字
に
於
い
て
慈
を
生
じ
、
捨
を

生
じ
、
乃
至
正
見
を
正
ず
る
は
、
当
に
知
る
べ
し
、
墨
字
は
是
れ
人
天
の
本

な
る
こ
と
を
。（
以
下
略
）

以
上
は
天
台
の
教
学
の
大
系
や
澄
憲
の
他
の
経
釈
な
ど
を
綜
合
し
て
分
析
し
な

（
丑
）

（
活
）



け
れ
ば
な
ら
ず
、
門
外
漢
に
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
た
だ
こ
こ
で
直
ち
に
指

摘
で
き
る
こ
と
は
、
澄
憲
は
「
玄
義
」
に
述
べ
ら
れ
る
文
字
の
記
号
性
に
注
目
し
、

更
に
我
が
国
固
有
の
平
仮
名
と
い
う
纔
か
四
十
八
文
字
の
音
表
文
字
に
よ
っ
て
、

梵
漢
の
全
て
を
包
摂
で
き
る
と
い
う
機
能
性
と
に
注
目
し
、
世
俗
の
こ
と
を
記
し

た
日
常
的
文
字
列
が
、
そ
の
ま
ま
聖
な
る
経
文
の
文
字
列
へ
と
変
容
を
遂
げ
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
と
主
張
す
る
点
に
、
そ
の
特
異
性
が
あ
ろ
う
。

【
三
】
・
聖
霊
右
筆
此
の
字
を
書
す
。
昔
万
事
の
中
、
一
事
ヲ
示
し
置
き
顕
し

留
め
御
セ
リ
。
世
俗
の
御
語こ

と

に
似
た
り
と
雖
も
、
又
出
世
の
語
を
も
含
め
り
。

恩
愛
戯
論
の
語
に
似
る
と
雖
も
、
又
傍
出
世
無
漏
の
理
有
り
。
故
に
此
の
手

跡
文
字
拾
い
集
め
彫
り
て
、
次
第
に
妙
法
蓮
花
経
一
部
の
文
に
御
す
ハ
君
が

御
書
字
に
同
し
き
字
な
り
。
本
来
具
足
諸
法
の
理
有
り
ケ
ル
ヲ
、
本
従
り
御

手
跡
棄
て
置
く
ナ
ラ
ハ
、
世
俗
の
語
許
り
ニ
テ
止
る
可
き
ヲ
、
拾
ひ
改
め
テ

妙
法
文
の
言
と
為
し
御
さ
ハ
、
第
一
に
御
所
作
に
、
第
一
に
御
報
恩
な
り
。

世
間
の
人
、
報
恩
と
申
し
テ
、
或
い
は
昔
、
生
死
有
漏
の
為
、
蓄
へ
置
く
七

珍
千
金
、
今
日
取
り
出
し
て
仏
に
施
す
成
功
の
徳
、
昔
、
有
為
有
漏
の
形
体

を
飾
ら
む
か
為
の
身
上
ノ
飾
、
首
上
の
玉
ヲ
、
今
日
三
宝
に
施
す
は
、
猶
究

竟
報
恩
の
功
徳
ト
名
つ
く
な
り
。
況
や
聖
霊
御
筆
の
文
字
中
、
本
自

も
と
よ
り

妙
法
蓮

花
の
義
理
を
備
へ
在
シ
ケ
ル
ヲ
、
今
日
是
ヲ
置
き
改
め
、
併
ら
一
乗
八
軸
の

経
王
と
為
し
、
三
世
種
覚
本
懐
タ
ル
許
、
聖
霊
の
為
、
大
切
の
御
要
事
ハ
何

事
カ
ハ
候
ふ
可
き
ト
コ
ソ
覚
へ
候
ヘ
。
昔
「
花
」
ト
書
き
御
し
、「
開
」
と
書

き
御
す
字
を
、
花
字
ヲ
彫
れ
ハ
法
花
の
花
字
と
為
し
、「
開
」
の
字
ヲ
取
り
テ

ハ
「
開
方
便
門
」
ノ
開
字
ト
置
き
成
シ
、
昔
「
往
」
ト
ア
ソ
ハ
セ
ル
、「
即
往

極
楽
、
即
往
都
卒
」
ト
成
し
、「
来
」
ト
書
き
御
せ
る
字
ハ
「
来
至
仏
所
」
ニ

作
り
成
せ
り
。「
常
」
ニ
ナ
ム
ト
云
ふ
詞
人
書
き
テ
必
す
置
く
詞
な
り
。
之
を

彫
り
て
「
常
在
霊
山
」
ノ
常
字
ト
成
し
ツ
レ
ハ
、
遍
四
種
仏
土
寂
光
理
遍
セ

ル
事
ヲ
顕
す
な
り
。
実
に
甚
深
不
可
な
る
事
は
、
只
此
の
御
経
に
候
ふ
。
聖

霊
極
楽
蓮
台
に
在
り
。
娑
婆
の
古
戯
遊
の
御
手
習
、
今
様
古
柳
の
詞
、
恋
慕

怨
曠
ノ
御
詞
ノ
此
の
土
に
残
り
留
る
、
イ
カ
ハ
カ
リ
カ
ハ
悔
し
く
モ
思
し
食

さ
む
。
恥
シ
ク
モ
思
し
食
す
可
し
。
而
今
、
其
の
詞
を
も
改
め
不
、
其
の
字

を
も
棄
て
不
、
併
ら
平
等
大
会
の
教
へ
と
為
し
安
置
せ
被
れ
候
ひ
ヌ
ル
。
イ

カ
許
り
カ
ハ
ウ
レ
シ
ク
思
し
食
し
遣
る
ラ
ム
ト
コ
ソ
覚
へ
候
ヘ
。

傍
線
部
は
小
稿
の
眼
目
で
あ
る
。
蛇
足
で
あ
る
が
、
文
中
「
古
柳
」
と
あ
る
の

は
今
様
の
曲
の
一
つ
で
、「
小
柳
」
と
表
記
し
、「
旧
古
柳
」
と
表
記
さ
れ
る
曲
も

あ
っ
た
が
、「
梁
塵
曲
惣
目
録
」
に
「
小
柳
」「
故
（
ふ
る
）
小
柳
」
と
あ
っ
て
、

「
梁
塵
秘
抄
」
の
「
古
」
字
は
本
来
、
仮
名
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。「
そ
よ
や
、

こ
や
な
ぎ
に
よ
な
、
下
が
り
藤
の
花
や
な
」
の
歌
詞
よ
り
名
付
け
ら
れ
た
曲
名
ら

し
く
、
三
十
四
首
を
収
め
る
と
注
記
す
る
が
、
現
存
は
こ
の
一
首
の
み
が
伝
存
す

る
と
い
う
知
識
を
持
ち
出
す
ま
で
も
な
く
、
こ
こ
で
後
白
河
院
の
御
手
習
の
中
に

は
「
恋
慕
怨
曠
ノ
御
詞
」
と
と
も
に
、「
今
様
古
柳
の
詞
」
ま
で
含
ま
れ
て
い
た
と

見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
丹
後
局
を
始
め
と
す
る
院
周
辺
の
人
々
は
詞
章
を
暗
誦
し

て
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
例
え
ば
の
話
、「
つ
ね
に
恋
ひ
す
る
は
、
空
に
は
た
な
ば

た
夜
這
い
星
、
の
べ
に
は
山
鳥
秋
は
鹿
、
な
か
れ
の
君
達
、
冬
は
鴛
鴦
」（「
梁
塵

秘
抄
」
巻
二
雑
八
十
六
）
の
、
こ
の
文
字
を
切
り
出
し
て
、
経
文
の
「
常
在
霊
山
」

に
充
て
る
こ
と
な
ど
は
案
外
容
易
い
こ
と
と
想
定
し
て
も
よ
い
か
も
知
れ
な
い
。

誑
言
綺
語
と
い
う
点
で
は
、
散
ら
し
書
き
の
消ふ

息み

等
が
相
応
し
い
が
、
均
一
の
文

字
が
切
り
出
せ
る
こ
と
や
仕
上
が
り
の
見
栄
え
の
点
か
ら
み
れ
ば
、
厚
樣
に
書
か

れ
た
和
歌
や
草
子
の
浄
書
本
こ
そ
が
相
応
し
い
。

か
く
て
澄
憲
の
勧
め
に
よ
っ
て
丹
後
局
の
管
理
下
に
置
か
れ
て
い
た
自
筆
本
は
、

具
経
二
巻
を
も
備
え
た
十
巻
の
法
華
経
に
仕
立
て
直
さ
れ
、
こ
の
日
に
供
養
さ
れ

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
幾
葉
か
の
不
要
の
零
葉
が
、
こ
の
作
業
の
過
程
で
生
ま

れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
前
述
の
四
葉
の
断
簡
が
こ
の
零
葉
の
片
割
れ
で
あ
る
こ

と
は
大
い
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
存
在
し
な
い
こ
と
の
証
明
は
い
つ

の
場
合
も
不
可
能
で
、
文
献
に
よ
り
実
証
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
ろ
う
。

総研大文化科学研究 五二



文化科学研究科

総研大文化科学研究五三

【
四
】
・
只
世
間
の
人
遠
行
の
跡
、
若
シ
別
れ
去
り
テ
後
、
見
苦
し
く
テ
反
古

ナ
ム
ト
ノ
落
ち
散
り
タ
ル
ハ
カ
リ
、
人
ノ
痛
く
思
ひ
恥
し
く
思
フ
事
ハ
候
は

不じ

。
若
し
永
に
此
の
土
ヲ
別
れ
御
シ
テ
残
り
留
る
所
の
生
死
有
漏
の
御
書
冊
、

上
品
蓮
台
に
坐
し
て
後
、
定
め
て
見
苦
し
く
思
し
食
す
可
き
事
な
ら
む
。
地

体
の
釈
此
の
如
し
。
次
に
経
は
常
な
り
。
世
間
の
文
籍
、
自
然
散
失
し
改
め

一
乗
経
と
為
し
御
し
ヌ
レ
ハ
、
普
賢
文
殊
之
を
護
り
、
梵
釈
四
王
も
之
を
護

り
た
ま
ひ
、
三
世
常
住
の
文
字
ト
成
り
候
ひ
ヌ
。
昔
御
手
跡
ヲ
ハ
禅
定
二
品

忝
な
く
モ
思
し
食
す
ト
モ
、
菩
薩
聖
衆
天
龍
八
部
ハ
、
ヨ
モ
守
護
し
給
は
サ

ラ
マ
シ
。
是
れ
教
へ
の
常
な
り
。
三
世
一
乗
行
者
、
之
を
見
て
四
安
楽
行
を

立
て
、
夢
八
相
を
見
、
三
七
日
行
眼
を
立
て
、
普
賢
を
見
奉
る
。
此
の
行
ハ

此
の
経
を
起
つ
。
此
の
行
断
つ
可
か
ら
不
。
是
れ
行
常
な
り
。
理
常
は
所
詮

実
相
常
恒
不
変
な
り
。
久
遠
実
行
法
身
自
り
、
尽
未
来
際
に
至
る
ま
で
、
常

恒
不
変
な
り
。

死
後
に
反
古
を
穢
土
に
残
せ
ば
却
っ
て
聖
霊
が
見
苦
し
く
思
う
だ
ろ
う
と
「
地

体
の
釈
」（
趣
旨
た
る
経
釈
の
意
か
）
は
結
ば
れ
、
更
に
「
世
間
の
文
籍
」
は
散
失

す
る
の
に
対
し
、「
法
華
経
」
に
改
め
た
も
の
は
不
滅
の
文
字
と
な
る
と
主
張
す
る
。

一
方
、
法
皇
は
自
ら
次
の
如
く
記
し
て
い
る
。

お
ほ
か
た
、
詩
を
つ
く
り
和
歌
を
よ
み
、
て
を
か
く
と
も
か
ら
は
、
か
き
と

め
つ
れ
は
、
す
ゑ
の
よ
ま
て
も
く
つ
る
事
な
し
。
こ
ゑ
わ
さ
の
か
な
し
き
こ

と
は
、
わ
が
身
か
く
れ
ぬ
る
の
ち
、
と
ゝ
ま
る
事
の
な
き
な
り
。
そ
の
ゆ
へ

に
、
な
か
ら
む
あ
と
人
見
よ
と
て
、
い
ま
た
世
に
な
き
今
様
の
口
伝
を
つ
く

り
お
く
と
こ
ろ
な
り
。

嘉
応
元
年
三
月
中
旬
の
こ
ろ
、
こ
れ
ら
を
し
る
し
を
は
り
ぬ
。
や
う

く

え
ら
ひ
し
か
は
、
初
め
け
ん
ほ
と
は
お
ほ
え
す
。（「
口
伝
抄
巻
十
」）

法
皇
は
、
文
字
の
技
は
後
世
に
伝
え
ら
れ
る
が
、
時
間
的
線
的
に
展
開
す
る
声

技
は
身
後
に
伝
わ
る
こ
と
が
な
い
こ
と
を
認
識
し
、
そ
れ
を
文
字
化
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
「
な
か
ら
む
あ
と
人
見
よ
」
と
の
意
図
の
も
と
「
口
伝
抄
」
を
作
り
、
嘉

応
元
年
春
に
書
き
留
め
た
と
い
う
。「
口
伝
抄
」
巻
十
に
は
熊
野
賀
茂
厳
島
八
幡
の

宝
殿
で
の
奇
瑞
に
よ
っ
て
例
証
さ
れ
る
神
仏
習
合
思
想
と
融
合
し
た
独
特
の
誑
言

綺
語
観
が
湛
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
澄
憲
の
も
の
と
は
全
く
別
の
貌
を
持
っ

て
い
る
。
澄
憲
の
勧
奨
し
て
い
る
こ
と
は
法
皇
の
遺
志
そ
の
も
の
で
は
な
い
。

定
能
の
「
心
記
」
の
短
い
記
述
を
信
用
す
れ
ば
、
生
前
の
冬
、
院
自
ら
一
切
経

書
写
の
宿
願
が
あ
っ
た
ら
し
い
（
恐
ら
く
例
の
「
目
無
経
」
と
関
連
す
る
と
見
ら

れ
る
）（
注
一
七
）
。
こ
の
機
を
捉
え
、
一
切
経
の
書
写
が
旧
臣
等
の
手
で
進
め
ら
れ
る

最
中
、
澄
憲
は
法
皇
の
手
跡
を
経
文
に
変
換
す
る
こ
と
を
丹
後
局
に
勧
奨
し
た
の

で
あ
ろ
う
。
も
と
よ
り
澄
憲
の
創
意
で
は
な
く
、
当
時
の
風
習
に
従
っ
て
の
こ
と

だ
（
と
は
言
う
も
の
の
、
消
息
経
〈
こ
れ
も
近
代
の
学
術
用
語
〉
と
は
異
な
る
経

供
養
の
方
法
に
つ
い
て
、
今
の
と
こ
ろ
「
綴
和
字
経
」
以
外
に
そ
れ
を
指
す
当
時

の
適
当
な
術
語
が
見
つ
か
ら
な
い
の
だ
が
）。
想
像
す
る
に
そ
の
説
得
は
容
易
で
は

な
か
っ
た
筈
で
あ
り
、
そ
の
口
説
そ
の
も
の
が
以
上
見
た
と
こ
ろ
の
「
地
体
の
釈
」

経
釈
な
の
で
あ
る
。

四

前
置
き
が
長
く
成
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
が
考
察
で
あ
る
。「
梁
塵
秘
抄

口
伝
抄
」
の
成
立
は
現
在
、
伝
記
的
事
実
と
絡
め
て
次
の
説
が
有
力
で
あ
る
。

・
嘉
応
元
年
（
一
一
六
九
）
六
月
十
七
日
）
出
家

①
「
口
伝
集
巻
一
〜
九
」
成

立
（
43
）

・
治
承
三
年
（
一
一
七
九
）
十
一
月
廿
日
）
院
政
停
止
、
鳥
羽
殿
に
幽
閉
さ
れ

る
②
「
口
伝
集
巻
十
」
成
立

・
治
承
五
年
（
一
一
八
一
）
正
月
十
七
日
）
院
政
再
開
　
③
【
治
承
四
（
１
１

８
０
）
〜
文
治
元
（
１
１
８
５
）「
梁
塵
秘
　
抄
口
伝
集
巻
十
」
成
立
】（
54

〜
59
）

長
期
に
亘
り
編
纂
が
繰
り
返
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
間
に
転
写
さ
れ
る
可
能
性
は
皆



無
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
自
筆
本
は
丹
後
局
の
元
に
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
し
、

前
節
に
見
た
澄
憲
の
説
経
に
よ
れ
ば
、
没
後
追
善
供
養
の
料
と
し
て
「
法
華
経
」

に
翻
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

花
文
「
法
華
経
」
は
古
来
六
万
九
千
三
百
八
十
四
文
字
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
果

た
し
て
二
十
巻
の
自
筆
本
「
梁
塵
秘
抄
」
で
文
字
が
足
り
た
で
あ
ろ
う
か
な
ど
と

は
自
問
し
な
い
こ
と
と
す
る
。
稿
者
は
ま
た
前
記
、
自
筆
本
の
真
贋
論
争
に
関
し

て
は
全
く
の
門
外
漢
で
あ
り
、
中
世
歌
謡
史
の
研
究
史
に
も
深
い
敬
意
を
捧
げ
る

も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
今
ま
で
誰
も
言
及
し
な
か
っ
た
古
典
籍
の
佚
伝
の

一
つ
の
事
実
及
び
機
構
が
、
示
唆
を
与
え
る
と
こ
ろ
は
案
外
大
き
い
の
で
は
あ
る

ま
い
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
綴
和
字
「
法
華
経
」
の
遺
品
は
今
の
と
こ
ろ
発
見
さ

れ
て
い
な
い
。
そ
の
意
味
で
冒
頭
に
紹
介
し
た
法
興
寺
「
阿
弥
陀
経
」
は
実
に
希

有
な
証
言
を
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

即
ち
、
こ
こ
で
扱
っ
た
問
題
の
主
眼
は
、
時
空
を
隔
て
て
世
俗
化
の
進
ん
だ

我
々
の
眼
に
、
不
合
理
に
映
る
過
去
の
心
性
に
あ
る
。
一
つ
の
作
品
の
散
佚
が
天

台
本
覚
の
思
想
と
も
通
底
す
る
宗
教
教
義
に
因
っ
て
生
じ
て
い
る
事
実
に
注
目
し

た
い
の
で
あ
る
。
こ
の
古
典
籍
の
散
佚
の
原
理
は
、
誑
言
綺
語
観
の
変
容
や
衰
退

に
と
も
な
っ
て
「
仮
名
書
き
法
華
経
」
の
登
場
す
る
（
歴
史
を
動
か
す
原
理
に

「
省
力
」
が
潜
む
）
十
四
世
紀
に
は
既
に
廃
れ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
し
か
し
、
お
よ

そ
十
二
世
紀
か
ら
二
百
年
間
、
澄
憲
に
代
表
さ
れ
る
思
想
の
も
と
に
、
他
な
ら
ぬ

「
自
筆
本
」（
消
息
経
と
同
じ
く
自
筆
本
で
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
）
が
湮
滅
し
て

い
る
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
華
美
な
視
覚
化
と
い
う
院
政
期
精
神
が
、

天
台
の
学
匠
に
領
導
さ
れ
て
新
た
に
生
ま
れ
た
経
供
養
の
一
形
式
が
、
却
っ
て
著

作
か
ら
署
名
（
自
筆
本
）
を
剥
奪
す
る
決
定
的
な
姿
を
と
る
。

こ
こ
で
指
摘
し
た
事
柄
が
古
籍
が
佚
伝
す
る
場
合
の
、
全
く
例
外
的
な
事
柄
と

み
る
べ
き
か
、
証
明
し
難
い
こ
と
な
が
ら
類
例
は
他
に
も
相
当
あ
っ
た
に
違
い
な

い
と
見
る
べ
き
か
。
当
然
議
論
は
分
か
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
俄
に
賛
同
は
得
ら
れ

な
い
か
も
知
れ
な
い
（
注
一
八
）
。

そ
れ
で
も
な
お
、
個
別
の
作
品
毎
に
緻
密
に
達
成
成
熟
を
遂
げ
て
い
る
古
典
研

究
を
、
周
辺
的
な
事
実
か
ら
逆
照
射
し
て
検
証
し
た
り
、
小
稿
で
試
み
た
古
筆
学

の
成
果
を
含
み
込
む
文
学
研
究
と
思
想
史
研
究
の
接
合
や
融
合
の
如
く
、
別
々
の

も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
事
象
と
、
複
合
的
総
合
的
に
再
考
察
す
る
こ
と
は
無

意
味
で
は
な
か
ろ
う
。
更
に
は
ま
た
、
古
筆
切
の
流
行
が
室
町
期
の
茶
人
の
趣
味

よ
り
興
っ
た
、
或
い
は
か
の
「
朗
詠
集
」
戊
辰
切
れ
の
如
く
名
蹟
を
後
世
に
伝
え

ん
が
為
の
危
険
分
散
の
便
法
で
あ
る
な
ど
と
い
う
説
に
対
す
る
異
議
と
な
り
う
る

か
、
全
く
取
る
に
足
り
ぬ
珍
説
な
の
か
は
読
者
の
判
断
に
委
ね
た
く
思
う
。

【
注
】

一

記
事
の
要
点
を
摘
録
し
て
お
く
。「
豊
田
市
教
育
委
員
会
は
（
略
）
鎌
倉
時
代
後
期
に
書
か
れ
た

経
文
一
巻
と
仏
像
を
な
つ
印
し
た
紙
（
印
仏
）
十
三
組
が
見
つ
か
っ
た
と
発
表
し
た
。
経
文
は

ほ
と
ん
ど
平
仮
名
で
、
一
文
字
ず
つ
別
の
紙
か
ら
切
り
取
っ
て
台
紙
に
張
っ
て
あ
っ
た
。
ど
の

文
字
も
同
じ
人
物
が
書
い
た
と
み
ら
れ
、（
略
）
巻
物
状
に
な
っ
て
お
り
、
平
仮
名
が
一
文
字
ず

つ
、
の
り
で
整
然
と
張
ら
れ
て
い
た
。（
略
）
印
仏
は
巻
物
状
の
も
の
と
短
冊
状
の
紙
を
束
ね
た

も
の
の
二
種
類
。
巻
物
は
紙
の
帯
で
巻
か
れ
、
短
冊
は
糸
で
つ
づ
ら
れ
い
た
。」

二

当
時
の
写
経
作
法
に
つ
い
て
は
「
如
法
経
書
写
供
養
次
第
」
や
（
国
宝
）
運
慶
発
願
「
法
華
経
」

の
長
文
の
奥
書
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

三

各
紙
の
報
道
を
次
に
掲
げ
る
。

・
新
行
紀
一
愛
知
教
育
大
名
誉
教
授
（
日
本
中
世
史
）
は
「
大
量
の
文
字
を
張
り
付
け
る
作
業

に
、
亡
く
な
っ
た
人
へ
の
深
い
思
い
入
れ
が
感
じ
ら
れ
る
。
貴
重
な
資
料
だ
」
と
話
し
て
い
る

（
朝
日
）。

・
調
査
を
担
当
し
た
県
立
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
の
新
行
紀
一
・
愛
知
教
育
大
名
誉
教
授
ら

の
話
で
は
「
別
の
書
か
ら
切
り
取
っ
た
文
字
を
一
字
ず
つ
張
り
合
わ
せ
た
経
文
は
珍
し
い
。
女

性
が
書
い
た
仮
名
文
字
を
使
っ
て
経
文
を
制
作
し
た
の
で
は
な
い
か
、
一
字
ず
つ
張
る
こ
と
は

か
な
り
信
頼
す
る
人
へ
の
供
養
で
は
な
い
か
、
な
ど
が
推
測
さ
れ
、
調
査
は
楽
し
み
」
と
い
う

（
毎
日
）。

・
天
野
暢
保
・
前
安
城
市
歴
史
博
物
館
長
は
「
な
く
な
っ
た
人
の
功
徳
を
願
っ
て
、
そ
の
人
が

存
命
中
に
書
い
た
文
書
の
中
か
ら
側
近
の
人
が
経
文
に
必
要
な
文
字
を
切
り
抜
き
、
張
り
付
け

て
阿
弥
陀
経
に
し
た
の
で
は
な
い
か
」
と
推
測
し
て
い
る
。
や
は
り
調
査
に
あ
た
っ
た
新
行
紀

一
・
愛
知
教
育
大
名
誉
教
授
（
日
本
中
世
史
）
は
「
か
な
文
字
で
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
漢
文

ば
か
り
で
書
か
れ
た
経
文
を
当
時
ど
の
よ
う
に
読
ん
で
い
た
の
か
が
う
か
が
え
て
興
味
深
い
」

と
話
し
て
い
る
（
読
売
）。
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猶
、
記
事
に
は
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
が
印
仏
は
消
息
を
利
用
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

四

有
名
な
も
の
に
覚
園
寺
大
燈
源
智
律
師
の
消
息
の
裏
に
北
条
貞
時
室
が
法
華
経
を
摺
っ
た
も
の

や
、
後
深
草
院
宸
翰
消
息
の
裏
に
伏
見
院
が
法
華
経
を
書
写
さ
せ
た
も
の
（
後
に
「
相
い
剥
ぎ
」

さ
れ
て
各
各
別
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
墨
影
か
ら
二
○
○
三
年
に
判
明
し
た
こ
と
で
あ
る
。
重

文
。
こ
の
法
華
経
は
「
と
は
ず
が
た
り
」
の
記
事
を
裏
付
け
る
）、
書
写
さ
れ
る
経
論
は
法
華
経

や
阿
弥
陀
経
が
多
い
が
、「
宝
篋
印
陀
羅
尼
経
」
や
「
大
毘
廬
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
」（「
大
日

経
」）（
重
文
）
等
も
知
ら
れ
る
。
こ
の
「
綴
和
字
経
」
と
似
而
非
な
る
「
消
息
経
」
に
つ
い
て

は
、
既
に
小
松
茂
美
氏
の
「
消
息
経
年
表
」（『
平
家
納
経
の
研
究
』
上
所
収
）
以
来
の
豊
か
な

研
究
史
が
あ
る
が
、
島
谷
弘
幸
「
金
剛
寺
本
「
宝
篋
印
陀
羅
尼
経
」
の
意
義
ー
消
息
経
流
行
の

一
例
と
し
て
ー
」（
古
筆
学
叢
林
『
古
筆
と
国
文
学
』
一
九
八
七
年
）
は
注
目
さ
れ
る
。
谷
知
子

氏
の
「『
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
』
に
見
る
資
盛
供
養
ー
消
息
経
の
意
義
と
方
法
ー
」（『
海
王
宮

ー
壇
之
浦
と
平
家
物
語
』
二
○
○
五
年
）
は
小
稿
の
趣
旨
と
最
も
交
差
し
、
兼
実
周
辺
の
消
息

経
供
養
の
例
が
多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
島
谷
氏
の
紹
介
さ
れ
た
天
野
山

金
剛
寺
蔵
「
宝
篋
印
陀
羅
尼
経
」（
嘉
応
二
年
〈
一
一
七
○
〉
寂
真
の
結
縁
文
が
含
ま
れ
る
）
に

は
歌
集
・
私
撰
集
（
建
春
門
院
周
辺
の
成
立
か
と
さ
れ
、「
た
ん
こ
」
を
名
乗
る
人
物
の
詠
が
見

え
る
）
と
今
様
（
十
三
首
）
の
断
簡
を
含
み
、「
口
伝
集
」
断
簡
と
殆
ど
同
一
の
文
化
圏
か
ら
生

ま
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
や
、
こ
の
「
宝
篋
印
陀
羅
尼
経
」
の
連
れ
が
手
鑑
『
つ
ち
く
れ
帖
』

に
押
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
も
ど
も
甚
だ
興
味
深
い
こ
と
が
ら
で
あ
る
。

五

「
江
都
督
納
言
願
文
集
」
巻
五
の
尼
公
の
部
に
入
っ
て
は
い
る
が
、
こ
の
当
時
は
未
だ
落
飾
し

て
お
ら
ず
（
大
治
元
年
〈
一
一
二
六
〉
三
月
廿
四
日
の
こ
と
）、
久
安
六
年
（
一
一
五
○
）
十
一

月
五
日
に
薨
じ
て
い
る
。
一
説
に
92
才
没
説
も
あ
る
。

六

納
富
常
天
「
湛
睿
の
唱
導
資
料
に
つ
い
て
（
四
）」『
鶴
見
大
学
紀
要
』
32
）
に
翻
刻
さ
れ
て
い

る
。
湛
睿
の
業
実
に
つ
い
て
も
同
氏
に
「
湛
睿
の
事
績
」『
駒
沢
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
16
）
が

あ
る
。

七

史
実
と
し
て
は
「
日
本
紀
略
」
仁
和
二
年
（
八
八
六
）
十
月
廿
九
日
の
薨
伝
に
「
天
皇
入
道
の

日
、
出
家
し
て
尼
と
為
る
。
晏
駕
の
後
、
平
生
賜
ふ
所
の
御
筆
手
書
を
収
拾
し
て
紙
と
作
し
、

以
て
法
花
経
を
書
き
た
て
ま
つ
り
大
斎
会
を
設
け
、
上
皇
恩
徳
に
酬
い
奉
れ
り
」
と
あ
り
、
逸

話
が
「
今
鏡
」「
十
訓
抄
」
に
見
え
て
有
名
で
あ
る
。
以
後
先
蹤
と
し
て
人
々
に
記
憶
さ
れ
続
け

た
こ
と
は
、
承
平
二
年
（
九
三
二
）
の
皇
后
穏
子
の
例
、
万
寿
二
年
（
一
○
二
五
）
の
中
宮
彰

子
の
例
な
ど
の
系
譜
に
よ
っ
て
も
窺
え
る
。

八

古
代
の
製
紙
業
に
つ
い
て
は
名
著
小
野
晃
嗣
『
日
本
産
業
発
達
史
の
研
究
』（
一
九
四
一
年
）
が

あ
る
。
近
年
、
文
化
財
学
の
方
面
か
ら
料
紙
に
関
す
る
知
識
が
急
速
に
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。『
和

紙
に
見
る
日
本
の
文
化
ー
醍
醐
寺
史
料
の
世
界
ー
』（
二
○
○
四
年
）
な
ど
。

九

太
田
晶
二
郎
「
白
氏
詩
文
の
渡
来
に
つ
い
て
」〈『
著
作
集
』
一
所
収
〉
以
来
、「
白
氏
文
集
」
の

渡
来
を
承
和
年
間
に
係
け
る
説
が
有
力
で
あ
る
。
こ
の
時
人
々
が
「
香
山
寺
白
氏
洛
中
集
記
」

の
文
言
に
出
会
っ
て
か
ら
、
藤
原
多
美
子
の
書
写
供
養
ま
で
半
世
紀
し
か
経
っ
て
い
な
い
。

一
○

古
谷
氏
は
小
松
氏
の
批
判
を
承
け
、
そ
の
後
、
後
白
河
の
真
筆
と
の
一
連
の
同
定
を
行
い
、「
本

願
寺
本
「
梁
塵
秘
抄
断
簡
」
本
文
墨
書
の
再
検
討
」（『M

U
S
E
U
M

』
５
７
７
）
・
「
後
白
河
法

皇
の
仮
名
書
法
と
「
梁
塵
秘
抄
断
簡
」
ー
書
の
〝
ゆ
ら
ぎ
〞
と
筆
跡
考
証
の
視
点
ー
」（『
同
』

５
６
３
）
な
ど
の
一
連
の
論
考
が
あ
る
。

一
一

「
文
車
」
に
つ
い
て
は
近
年
松
薗
斉
氏
に
よ
っ
て
そ
の
実
態
が
解
明
さ
れ
て
い
る
（「
文
車
考
」

『
院
政
期
論
集
』
五
　
二
○
○
五
）。
ま
た
一
輌
の
文
車
に
ど
の
量
の
書
籍
が
登
載
可
能
で
あ
る

か
の
実
例
は
真
福
寺
蔵
「
文
車
第
二
目
録
」
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
（『
真
福
寺
古
目
録
集
二
』

所
収
　
二
○
○
五
年
）。

一
二

こ
の
殿
は
左
京
六
条
二
坊
十
三
町
に
在
っ
た
近
臣
平
業
忠
の
邸
宅
で
あ
っ
た
が
（
四
分
の
一
町

の
規
模
）、
文
治
四
年
（
一
一
八
八
）
に
焼
失
し
た
後
、
院
御
所
に
ふ
さ
わ
し
く
壱
町
規
模
に
拡

張
し
て
再
建
さ
れ
た
。
法
皇
は
、
建
久
三
年
（
一
一
九
二
）
こ
こ
で
そ
の
生
涯
を
閉
じ
て
い
る
。

現
在
の
長
講
堂
は
、
こ
の
六
条
西
洞
院
殿
に
営
ま
れ
た
持
仏
堂
（「
法
華
長
講
弥
陀
三
昧
堂
」）

で
あ
る
と
さ
れ
、
法
皇
は
生
前
膨
大
な
荘
園
を
長
講
堂
に
寄
進
し
、
そ
の
後
持
明
院
統
の
経
済

基
盤
と
な
っ
た
。
度
々
火
災
に
遭
い
、
天
正
六
年
（
一
五
七
八
）
に
豊
臣
秀
吉
に
よ
っ
て
現
在

地
に
移
さ
れ
て
い
る
（
下
京
区
富
小
路
五
条
下
ル
本
塩
竈
町
）。
御
影
堂
に
は
後
白
河
法
皇
木
像

（
江
戸
時
代
）
が
安
置
さ
れ
、
四
月
十
三
日
の
法
皇
忌
法
要
に
公
開
さ
れ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
よ
う
。

一
三

こ
の
説
草
に
つ
い
て
は
、
阿
部
泰
郎
氏
の
慧
眼
に
よ
っ
て
い
ち
早
く
報
告
さ
れ
て
い
る
（「
唱
導

に
お
け
る
説
経
と
説
経
師
ー
澄
憲
『
釈
門
秘
鑰
』
を
め
ぐ
り
て
」『
伝
承
文
学
研
究
』
45
）。

一
四

後
白
河
院
追
善
仏
事
で
丹
後
局
と
澄
憲
と
が
接
点
を
持
つ
の
は
こ
の
時
限
り
で
あ
る
こ
と
、
拙

稿
「
唱
導
と
学
問
・
注
釈
ー
澄
憲
の
晩
年
と
『
雑
念
集
』
ー
」〈『
仏
教
文
学
講
座
』
八
〉
附
録

の
澄
憲
年
譜
参
照
の
こ
と
。

一
五

引
用
は
三
浦
周
行
「
丹
後
局
と
卿
局
」（『
新
編
歴
史
と
人
物
』
所
収
）
に
よ
る
。

一
六

青
木
淳
氏
の
阿
弥
陀
像
を
中
心
に
し
た
一
連
の
胎
内
品
の
研
究
に
よ
れ
ば
（
同
氏
の
関
心
は
結

縁
者
の
集
団
及
び
そ
の
網
絡
に
あ
る
よ
う
だ
が
）、
こ
の
時
代
に
は
、
胎
内
経
（「
阿
弥
陀
経
」）

と
同
時
に
習
書
・
消
息
な
ど
の
断
簡
が
発
見
さ
れ
て
い
る
の
も
、
こ
の
供
養
方
法
の
名
残
り

（
或
い
は
簡
便
化
）
と
し
て
説
明
で
き
よ
う
。『
遣
迎
院
阿
弥
陀
如
来
像
像
内
納
入
品
資
料
』（
日

文
研
叢
書
19

一
九
九
九
年
）
・
『
東
寿
院
阿
弥
陀
如
来
像
像
内
納
入
品
資
料
』（
日
文
研
叢
書

34

二
○
○
五
年
）
な
ど
。

一
七

現
存
す
る
「
目
無
経
」
は
「
金
光
明
経
」「
理
趣
経
」
の
み
で
あ
る
が
、
神
光
院
旧
蔵
「
金
光
明

経
」
巻
三
に
は
「
建
久
三
年
四
月
一
日
書
写
之
　
（
梵
字
名
）」
の
、
大
東
急
紀
念
文
庫
蔵
「
理

趣
経
」
に
は
「
後
白
川
法
皇
□
禅
尼
之
御
絵
、
未
終
功
之
処
崩
御
、
仍
以
故
紙
写
此
経
、
執
筆

大
納
言
闍
梨
静
遍
、
梵
字
宰
相
闍
梨
成
賢
云
々
、
建
久
四
年
八
月
日
、
以
此
経
奉
受
僧
正
御
房

了
、
深
賢
」
の
奥
書
が
あ
り
、
難
解
だ
が
、
後
白
河
院
が
禅
尼
に
絵
巻
を
描
か
せ
て
い
た
が
完

成
を
見
ず
院
が
崩
御
し
た
の
で
経
供
養
に
充
て
ら
れ
た
と
さ
れ
る
も
の
。
こ
の
禅
尼
を
丹
後
局

と
す
る
小
松
氏
の
説
も
あ
る
。

一
八

「
目
無
経
」
と
も
絡
む
の
で
、
続
稿
を
用
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
こ
で
は
以

下
の
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。「
釈
門
秘
鑰
」
第
十
七
之
三
「
阿
弥
陀
経
釈
　
五
篇
」
の
中



の
「
此
釈
は
、
上
西
門
院
（
統
子
内
親
王
）
の
一
品
経
供
養
な
り
。
五
宮
（
覚
性
法
親
王
）
御

手
跡
を
以
て
、
仮
名
阿
弥
陀
経
を
綴
り
成
さ
れ
し
供
養
の
時
、
案
じ
立
て
了
ぬ
。〈
頗
る
神
妙
に

非
ず
。〉」
と
あ
る
の
は
、
紛
れ
も
な
く
法
興
寺
胎
内
経
と
同
じ
作
ら
れ
方
を
し
た
も
の
で
、「
阿

弥
陀
経
」
な
ど
の
小
本
の
供
養
は
当
時
相
当
流
行
を
見
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
後
世
の

「
仮
名
書
き
阿
弥
陀
経
」
が
比
較
的
多
く
存
在
す
る
こ
と
が
そ
れ
を
証
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

﹇
補
注
﹈

五
十
頁
上
段
の
「
焼
き
て
経
面
に
塗
」
に
関
連
し
て
「
転
法
輪
鈔
」
の
「
織
部
正
（
大
江
）
景
宗
周

忌
嵯
峨
供
養
表
白
」
に
「
次
書
写
摺
写
両
部
妙
典
者
、
色
紙
妙
典
者
、
焼
先
考
出
家
之
鬢
髪
為
灰
、
破

亡
父
手
跡
之
書
札
為
紙
、
眺
蔡
倫
D
之
、
分
親
族
倫
書
之
、
二
部
装
帙
」
の
一
節
が
あ
る
こ
と
を
見
落

と
し
て
い
た
。

﹇
付
記
﹈

小
稿
の
骨
子
は
平
成
十
六
年
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
に
於
い
て
「
反
古
の
行
方
」
と
題
し
て
講
演
の

機
会
を
頂
い
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
法
興
寺
阿
弥
陀
仏
像
胎
内
経
に
つ
い
て
便
宜
を
頂
い
た
豊
田
市
教

育
委
員
会
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
漢
文
・
変
体
漢
文
の
表
記
体
を
と
っ
た
文
献
の
引
用
に
際
し
て
は
、

私
に
訓
み
下
し
た
。
平
仮
名
表
記
し
て
あ
る
箇
所
は
補
読
し
た
も
の
で
あ
る
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